
白

楽

天

と

音

楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き

丹

羽

博

之

『
白
氏

文
集
』
を
読
む
た
び
に
、
白
楽

天
は
実

に
五
感

の
良
く
発
達
し
た
詩
人
で
あ

っ
た
と
思
う
。
堤
留
吉
氏
は

『
白
楽

天
研
究
』

(春
秋
社
)

の
中

で

「
音
楽
的

要
素
」

の
項
を
設
け
、
白
楽
天

の
詩

と
音
楽

の
関
係
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼

の
文
学

と
音
楽
と
が
渾
然
と

一
体
を
な
し
て

い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
太
田

次
男
氏
が

『
楓
諭
詩
人

白
楽
天
』

(集
英
社
)
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
サ
ー

・
ウ

ェ
リ
i
氏
も

『
白
楽
天
』

(花
房
英
樹
氏
訳

・
み
す
ず
書
房
)

に
お

鋤

い
て
繰
り
返
し
、
白
楽

天
と
音
楽

の
関
わ
り
を
述

べ
ら
れ
て

い
る
。
本
稿

で
は
、

こ
れ
ら
先
学

の
駿
尾

に
附
し
て
、
彼
の
残
し
た
作
品

の
中
で
特

に
音
楽
に
関
す
る

ー

作
品
を
取

り
上
げ
て
考
察
を
加
え
た

い
。

肺鯛

一

先
ず
、
白
楽
天
自
ら
音
楽
好
き
で
あ
る
こ
と
を
作
品
中

で
述

べ
た
例
を
挙
げ
る
。

詩
酒
琴
人
例
多
薄
命
、
予
酷
好
三
事
。
雅
當
此
科
、
而
所
得
已
多
。
爲
幸
斯
甚
、

は
な
は

ま
さ

酷
だ
三
事
を
好
む
。
雅
に
此

の
科

に
当
た
れ
り
、
而
る
に
得
る
所
已
に
多
し
。

愛
琴
愛
酒
愛
詩
客

琴
を
愛
し
酒
を
愛
し
詩
客
を
愛
し

多
賎
多
貧
多
苦
辛

賎
多
く
貧
多
く
苦
辛
多
し

白
楽
天
と
音
楽

(其

]
>1

白
楽
天
の
音
楽
好
き

偶
成
狂
詠
、
柳
窮
憶
懐
。
詩
酒
琴

の
人
は
例
と
し
て
多
く

は
薄
命
、

た
ま
た

幸
為
る
こ
と
斯
に
甚
し
、
偶

ま
狂
詠
を
成
し
、
珈

か
塊
懐
を
写
す
。
予



白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き
ー

『
白
氏
文
集

の
批
判
的
研
究
』

詩
と
酒
と
琴

楽
飲
閑
遊

で
き
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
る
。

ほ
ど
ま
で
に
音
楽

の
愛
好
を
明
言
し
た
詩
人
は
白
楽
天
以
前
に

い
た
で
あ

ろ
う

か
。

白
楽
天
は
そ
れ
ま
で
の
中
国

の
詩
人

の
中

で
は
出
世
頭
と
言

っ
て
も
良

い
。
六
十
歳

の
こ
ろ
に
は
相
当

の
地
位
と
名
声
と
富
を
得
て

い
た
。

門
の
出
と

い
う

の
で
は
な
く
、
刻
苦
勉
励

の
結
果
、
科
挙
及
第
後

の
出
世

に
伴

っ
て
得
た
も

の
で
あ

っ
た
。
複
雑
な
官
界
を
巧
に
生
き
抜
き
、

こ
ま

で
立
身

で
き
た
と

い
う
感
慨
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

好
聴
琴

琴
を
聴
く
を
好
む

本
性
好
綜
桐

本
性

糸
桐
を
好

み

中
散
歩
兵
終
不
貴

孟
郊
張
籍
過
於
貧

一
之
已
歎
關
於
命

三
者
何
堪
併
在
身

只
A
口
瓢
零
随
草
木

誰
教
凌
勘
出
風
塵

榮
名
厚
緑
二
千
石

樂
飲
閑
遊
三
十
春

可
得
無
厭
時
咄
咄

猶
言
薄
命
不
如
人

[
65
-

3
1
6
2
、

氏
詩
題
で
先
ず
、

中
散
歩
兵

終
に
貴
な
ら
ず

孟
郊
張
籍

貧
に
過
ぐ

之
を

一
に
す

る
も
已

に
命

に
関
す
る
を
歎
き

三
者
何
ぞ
併

せ
て
身

に
在
る
に
堪

へ
ん

ま
さ

ロ
ハ
だ
合

に
瓢
零
し
て
草
木

に
随

ふ
べ
し

誰
か
凌
励
し

て
風
塵
を
出

で
し
む
る

せ
き

栄
名
厚
禄

二
千
石

楽
飲
閑
遊

三
十
春

と

つ
と

つ

厭

ふ
無
き
を
得
べ
き
も
時

に
咄
咄
と
し
て

猶

ほ
言
ふ
薄
命

人

に
し
か
ず
と

太
和
八

(八
三
四
)
年
、
六
三
歳
、
洛
陽

『白
氏
文
集
』

は
那
波
本

に
よ

っ
た
。
以
下
同
じ
。
作
品
番
号
、
制
作
年
、
場
所
は
花
房
英
樹

に
よ
る
。
]

(音
楽
)
を
酷
愛
す
る
こ
と
を
自
ら
認
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
好
む
人
は
貧
乏
に
苦
し
む
例

が
多

い
が
、
自
分

は
幸
に
三
十
年
間
、

最
後

に
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
に
は
不
満
も
頭
を
擾
げ
る
と
冷
め
た
目
で
自
己
を
見

つ
め
て
い
る
。
詩

の
中

で
こ
れ

生
ま
れ

つ
い
て
の
名

寒
門
出
身
で
よ
く
こ

(42)



塵
機
聞
即
空

一
聲
來
耳
裏

萬
事
離
心
中

清
暢
堪
錆
疾

括
和
好
養
蒙

尤
宜
聴
三
樂

安
慰
白
頭
翁

塵
機
聞
け
ば

即
ち
空
し

じ

り

一
声

耳
裏

に
来
れ
ば

万
事

心
中
を
離
る

せ
い
ち
や
う

け

清

暢

に
し
て

疾
を
錆
す

に
堪

へ

て
ん

わ

括
和
に
し
て

蒙
を
養

ふ
に
好
し

尤
も
宜

し
く

三
楽
を
聴
き

白
頭
翁

を
安
慰
す

べ
し

[
53
1

2
3
6
9
、
長
慶
四

(八
二
四
)
年
、
五
三
歳
、
洛
陽
]

詩

の
首
聯
か
ら
音
楽
好
き
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
頷
聯

で
は
音
楽
を
聴
く
と
忘
我

の
境
地

に
入
る
と
ま
で
言

い
切
る
。
さ
ら
に
頸
聯
で
は
音
楽
を
聴
け
ば
病
気
を

治
す

こ
と
も
可
能

と
言
う
。
ま
る
で
今

の
音
楽
療
法

の
先
取
り
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
だ
け
に
彼

の
実
感
が
こ
も

っ
て
い
る
。
「
悟
和
好
養
蒙
」
も
知
能
開
発
に
は
音
楽

剣

教
育
が
良
く
、
胎
教
に
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
を
聴
か
せ
る
と

い
う
の
と

一
脈
通
じ
る
も
の
を
感
じ
る
。
彼

の
人
生
、
生
活
は
音
楽

と
深
く
関
わ

っ
て
い
る

こ
と
を
具
さ

ー

に
表
現
す

る
。

こ
の
詩

の
次
に
は

「愛
詠
詩
」
が
あ
り
、
詩
を
詠
じ
る
こ
と
を
愛
し
た
と
事
細

か
に
詠
む
。

封
琴
酒

西
窓
明
且
暖

晩
坐
巻
書
帷

琴
匝
梯
満
後

酒
瓶
添
満
時

角
樽
白
螺
蓋

玉
診
黄
金
徽

未
及
弾
與
酌

西
窓

明
且

つ
暖しよ

ゐ

晩

に
坐
し
て

書
帷
を
巻
く

き
ん
か
ふ

琴
厘

払
ひ
開
く
後

酒
瓶

添

へ
満

つ
る
時

は
く

ら

さ

ん

角
樽
白
螺
の
蓋

ぎ
よ
く
し
ん

き

玉

診
黄
金

の
徽

未

だ
弾
ず
る
と
酌
む
と
に
及
ば
ず

白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き

3?

」
}噸



白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き

相
封
已
依
依

冷
冷
秋
泉
韻

貯
在
龍
鳳
池

油
油
春
雲
心

一
杯
可
致
之

自
古
有
琴
酒

得
此
味
者
稀

祇
慮
康
與
籍

及
我
三
心
知

相
ひ
対
し
て

已
に
依
依
た
り

冷
冷

た
る

秋
泉

の
韻

貯

へ
て

龍
鳳

の
池
に
在
り

油
油
た
る

春
雲

の
心

一
杯

之
を
致
す
可
し

古

へ
自
り

琴
酒
有
り

此

の
味
を
得
る
者
稀
な
り

た祇

だ
応
に

康

と
籍
と

我

と
三
心
知
る
べ
し

[
63
1

3
0
1
0
、
太
和
九

(八
三
五
)
年
、
六
四
歳
、
洛
陽
]

琴
と
酒
の
両
方

が
わ
か
る
者

は
岱
康
と
元
籍
と
我

の
み
と
言

い
切
る
。
有
名

な

「北

窓
三
友

62
1
2
9
8

5
」
で
も
詩
琴

酒
を
愛
好
す

る
こ
と
を
自
認
し
て

い

る
。
詩
と
酒
と
琴
、
こ
の
三
友

は
白

の
終
生

の
伴

で
あ

っ
た
。

こ
の
三
友

に
よ

っ
て
彼

の
文
学
、
人
生
は
実
に
豊

か
に
奥
深
く
幅

の
広

い
も

の
に
な

っ
た
。
彼
が
閑

適
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
の
も
三
友
や
芸
術
世
界
に
心
身
と
も

に
没
入
し
た
い
と

い
う
純
粋
な
欲
求
も
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
彼

の
文
学

の

一
つ
の

重
要
な
柱

と
し
て
閑
適
詩
が
設
け
ら
れ
た
。
彼

の
豊
か
な
感
受
性

は

『白
氏
文
集
』

の
中
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
が
、
音
楽

の
愛
好

に
よ

っ
て
更

に
彼

の
感
性
は
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
て

い
っ
た
よ
う

だ
。

と
こ
ろ
が
、
『
白
氏
文
集
』
を
愛
読
し
た
日
本

の
菅
原
道
真
は

『菅
家
文
草
』

の
中

で
、

不
解
弾
琴
兼
飲
酒

琴
を
弾
く

こ
と
と
酒
を
飲
む
こ
と
を
解

せ
ず

ま

唯
堪
讃
佛
且
吟
詩

唯

だ
仏
を
讃
し
且
た
詩
を
吟
ず

る
こ
と
に
堪
え
た
り

『
秋
L
巻
三

・
一
九
六

日
本
古
典
文
学
大
系
本
]

と
音
楽

に
関

し
て
は
不
作
法

で
あ
る
と
自
ら
認
め
て

い
る
。

(44)



停
習
弾
琴

琴
を
弾
く

こ
と
を
習

ふ
こ
と
を
停

む

偏
信
琴
書
學
者
資

偏

へ
に
信
ず

琴
書
は
学
者

の
資
と

三
鯨
窓
下
七
條
綜

三
余
の
窓
下

七
条
の
糸

専
心
不
利
徒
尋
譜

心
を
専
ら
に
す
れ
ど
も
利
あ
ら
ず

徒
ら
に
譜
を
尋
ね

し
ば
し

用
手
多
迷
敷
問
師

手
を
用
ふ
れ
ど
も
迷
ふ
こ
と
多

く

数
ば
師

に
問
ふ

す
べ

断
峡
都
無
秋
水
韻

断
峡

都
て
秋
水
の
韻
無
く

寒
鳥
未
有
夜
喘
悲

寒
烏

未
だ
夜
喘
の
悲
し
き
有
ら
ず

ち

い
ん

い

知
音
皆
道
空
消
日

知
音
皆
道
ふ

空
し
く
日
を
消
す
と

童
若
家
風
便
詠
詩

量
に
家
風

の
詩
を
詠
ず
る
に
便
り
あ
る
に
し
か
め
や

[
巻

一
・
三
八
」

姻

琴
は
学
者

の
資

と
な
る
と
信
じ
て
習

い
始

め
た
が
、

い
く
ら
練
習
し
て
も

一
向

に
上
達
せ
ず
、
途
中

で
投
げ
出
し

て
い
る
。
「
秋
」
の
詩

で
は
酒
と
琴
は
解

せ
ず
と

ー

も
述
べ
て
お
り
、
白
楽
天

の
最
も
愛
し
た
三
友

の
内

の
二

つ
ま
で
は
解
ら
な

い
と

い
う
。
こ
う
し

た
と
こ
ろ
に
白
と
道
真

の
人
生
、
文
学

の
決
定
的
な
違

い
が
あ
る

と
田
い
う
。

與
牛
家
妓
樂
雨
夜
合
宴

牛
家

の
妓
楽
と
雨
夜
合
宴
す

い

ぢ

玉
管
清
絃
聲
旛
施

翠
銭
紅
袖
坐
参
差

雨
家
合
奏
洞
房
夜

入
月
連
陰
秋
雨
時

歌
瞼
有
情
凝
脱
久

舞
腰
無
力
轄
裾
遅

白
楽
天
と
音
楽 玉

管
清
絃

声
旛
施

す
ゐ

さ

ざ

し
ん

し

翠
鋏
紅
袖

坐
参
差

両
家
合
奏
す

洞
房
の
夜

八
月
連
陰

秋
雨
の
時

か

け
ん

歌
瞼
情
有
り

脱
を
凝
ら
す
こ
と
久
し
く

舞
腰
力
無
く

裾
を
転
ず
る
こ
と
遅
し

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き

」



白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)i

白
楽
天
の
音
楽
好
き
ー

人
間
歓
樂
無
過
此

上
界
西
方
即
不
知

人
間
の
歓
楽

じ
や
う
か
い
さ
い
ほ
う

上

界
西
方
は

此

に
過
ぐ
る
は
無

し

即
ち
知
ら
ず

[
67
-

3

3
7

8
、
開

成
三

(入
三

八
)

年
、

六

七
歳
、

洛

陽
]

美
し

い
妓
女

の
舞
と
妙
な
る
調

べ
、

こ
れ

に
勝

る
歓
楽
は
無

い
と
謳
う
。

音
楽
を
伴

っ
た
妓

の
歌
舞
も
白
楽
天

の
好

ん
だ
も

の
で
あ

っ
た
。
歌
舞
音
曲

は
誰
し
も
好
む
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
詩

に
堂

々
と
詠

む
と
こ
ろ
に
白
詩

の
特

徴
が
あ
る
と
思
う
。

一
方
、
好
き
な
妓
女
達
を
自
邸

で
養
え
る
経
済
力
が
高
級
官
僚
に
出
世
し
た
白
楽
天
に
は
あ

っ
た
。
官
吏
と
し
て
も
そ
れ
な
り
に
有
能

に
働
き
、

楽
し
む
と
き

に
は
大

い
に
楽
し
ん

で
い
る
。
し
か
も
牛
李

の
党
争
な
ど
の
複
雑
な
政
界
を
巧
み
に
生

き
、
地
方
官
吏

の
次
男
坊
と
し
て
生
ま
れ
、
若

い
頃
は
病
気
と

貧
に
苦
し
め
ら
れ
た
よ
う

だ
が
、
最
後
は
刑
部
尚
書

(法
務
大
臣
)
に
ま
で
の
ぼ
り

つ
め
て
致
仕
し
て

い
る
。
彼
自
ら
も
晩
年
誇
ら
か
に
謳

っ
た
よ
う

に
、

正
に
人

生

の
達
人
と
呼

べ
る
で
あ
ろ
う
。

詩
酒

は
当
然
様

々
な
角
度

か
ら
考
察
が
加
え
ら
れ

て
来
た
が
、
音
楽

に
つ
い
て
は
今
ま
で
に
余
り
論
じ
ら
れ
な
か

っ
た
と
思
う

。
「
草
堂
記

(
1
4
7
2
)
」
「
池
上

篇
序

(
2
9
2
8
)
」

「酔
吟
先
生
伝

(2
9
5
3
)
」
「
不
能
忘
情

(
3
6
1
0
)
」
な

ど
彼
の
身
辺
を
詠
じ
た
作
品
に
琴
は
必
ず
登
場
す

る
。

こ
の
他
、
「
只
将
琴
作

伴
、
唯
以
酒
為
家

(0
9
3
1
)
」
「
伴
老
琴
長
在
、
迎
春
酒
不
空

(
3
2
3
9
)
」
「
臥
将
琴
作
枕
、
行
以
鍾
随
身

(
3
5
8
7
)
」
等
、
白

の
身
辺
に
は
琴
や
音
楽
が

常

に
あ

っ
た
。
中
純
子
氏
は
、
琴
を
日
課
と
し
て
練
習
し
た

の
は
晩
年
洛
陽
分
司
時
期
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て

い
る

(「
中
国

の

『楽
』
と
文
人
社
会
」
天
理
大
学

学
報

一
七
五
輯
、

一
九
九
四
年

二
月
)
。

一
方
、
堤
氏

は

「
琴

に
お

い
て
は
よ
ほ
ど

の
達
者

で
あ

っ
た
ら
し

い
」

(前
掲
書
)
と
さ
れ
る
。
常

に
琴
を
携
え
て

い
た
こ

と
や
多
く

の
音
楽
に
関
す

る
作
品
や
音
楽
的
な
家
庭
環
境

(後
述
)
か
ら
考
え

て
、
若

い
こ
ろ
か
ら
自
ら
楽
し
め
る
ぐ
ら

い
の
腕
前
は
持

っ
て

い
た
と
思
う
。

少
壮
気
鋭

の
官
僚

だ

っ
た
こ
ろ

に
心
血
を
注

い
で
作

っ
た

「新
楽
府
五
十
首
」
に
も

「
七
徳
舞
」
「
法
曲
」
「
立
部
伎
」

「華
原
聲
」
「
胡
旋
女
」
「
五
絃
弾
」
等
音
楽

や
歌
舞

に
関
す
る
も

の
が
多

い
。
し
か
も
前
半
に
集
中
し

て
詠
ま
れ
て
い
る
。
「
法
曲
」
に
見
ら
れ
る
中
国
音
楽

の
正
統
性

に
必
要
以
上

に
こ
だ
わ

っ
た
り
す
る
の
も

音
楽

へ
の
関
心

の
高
さ
を
示
す
も

の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
他
、
音
楽
を
聴

い
た
感
想
を
多
く

の
詩
に
詠

ん
で

い
る
。
数
例
を
挙
げ
る
と

「
夜
聞
歌
者
」

(
0
4
9
8
)

(46)

↓
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●

「
聴
李

士
良

琵

琶
」

(
1

0
0

2
)

「
春
聴
恥
琵
琶

〃兼
簡
長

孫

司
戸
」

(1

0
8

4
)

「
聴
琵

琶
妓

弾

略
略
」

(2

5
0

5
)

「難

歌

」

(3

3
9

1
)

「
辣
歌

六
絶
句

」

(3

5

0

1
)

こ

の
よ

う

な
詩

題

は
六
朝

詩

に
先
例

が
見

ら

れ

る
が
、
当

然

な

が

ら
音

楽

に
強

い
関

心

が
有

っ
て

の

こ
と

で
あ

ろ
う

。
読

後
感

な

ら

ぬ
聴

後
感

を

テ
ー

マ
に
詩

が

で
き

る
と

こ
ろ
に

白
詩

の

一
つ
の
特
徴

が
あ

る
。

こ
う

し

た

日
常

の
何
げ

な

い
心

の
動

き
が
詩

に
な

る

こ

と

が
中
唐

か
ら
晩

唐
、

更

に
は
宋

詩

へ
の
流

れ

と
言

え
よ

う
。有

名

な

「
與

元
九
書

28
1

1

4
8

6
」

[
元
和

十

(八

一
五

)
年

、

四
四

歳
、

江
州

]

で

は
、

べ

乃
至
書
書
]棊
博
可
以
接
華
居
之
歓
者

一
無

通
曉

乃
ち
書
画
棊
博

に
至
り
て
は
以

て
至
居

の
歓

に
接
す
可
き
者

の

一
も
通
暁
す

る
こ
と
無
し
。

と
謙
遜
す
る
が
音
曲

に
関
し

て
は

蕪

通
曉
と
述
べ
て
お
是

裏
返
せ
ば
少
し
は
通
暁
し

て
い
る
と

の
自
負

が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。

働

こ
の
他

「
電
裳

羽
衣
歌
、
和
微
之

(
51
1
2
2
0
2
)
」
は
長
編
で
あ
る
が
、
微
に
入
り
細

に
入
り
寛
裳
羽
衣
を
描
写
し
て

い
る
。
寛
裳

は

『
白
氏
文
集
』
に
三
十

余
例
も
繰
り
返
し
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
音
楽
を
愛
し
た
玄
宗

へ
の
思
慕
と
白
楽
天
の
音
楽
好
き
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
白
楽
天
と

「
電
裳
羽
衣
曲
」

に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
考
え
た

い
。

『礼
記
』

に
基
づ
く

「貫
珠
」

(美
し

い
音
色
)
の
語
が
他

の
詩
人
に
は
余
り
用

い
ら
れ
な

い
の
に
対
し
て
白
詩

に
多
用
さ
れ
、
そ
れ
が
平
安
漢
詩
に
も
受
け
入
れ

ら
れ
た
こ
と
を
曾

て
考
察
し

た

(「
貫
珠

の
音
」
神
戸
大
学
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト

ニ
十
四
号
、

一
九
九
〇
年
四
月
)
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
白

の
音
楽

へ
の
関
心

、
興

味

の
深
さ
が
音
楽
に
関
す
る
詩
を
多
く
詠

み
、
美
し

い
音
色
を
意
味
す
る

「貫
珠
」
を
多
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き
ー

}

　}榊
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白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き
ー

以
上
見

て
き
た
よ
う

に
、

『白
氏
文
集
』
に
は
白
楽

天
自
ら
が
音
楽
好
き
で
あ

っ
た
こ
と
を
再
三
述

べ
て

い
る
。
特

に
中
年
以
降
生
活
が
安
定
し
て
か
ら

の
作

に
多

い
。
ア
ー
サ
ー

・
ウ

ェ
リ
ー
氏
も

「
彼

の
音
楽
愛
が
彼

の
作
品

に
し

み
わ
た
り
始

め
た
の
は
、

こ
の
杭
州

の
時
期

で
あ

っ
た
」

(前

掲
書
)
と
述

べ
ら
れ
る
。
以
下
、

彼

の
作
品
を
歌
唱

の
面
か
ら
考
察
す

る
。

自
分

で
歌
唱

今

で
も
音
楽
は
好
き
だ
が
カ
ラ
オ
ケ
は
ど
う
も
…
…
と

い
う
人
は
多

い
が
、
カ
ラ
オ
ケ
は
好
き
だ
が
音
楽
は
た
し
な
ま
な

い
と

い
う
人
は
ま
ず

い
な

い
。

白
も
音

楽

の
造
詣
も
深
く
、
自
ら
も
よ
く
唱

っ
た
。

紛但

自
皇
子
破
蹄
昭
國
里
、
迭
吟
逓
唱
、
不
絶
聲
者

二
十
里
籐
、
奨
、
李
在
傍
、
無
所
措

口
。

は

よ

て
つ
ぎ
ん
て
い
し
や
う

お

皇

子
破

自

り
昭
国

里

に
帰

る

に
、

迭

吟
逓

唱
、

声
を

絶

え

ざ

る
者

二

十
里
余

、

奨
、

李
傍

に
在

る

も
、

口
を
措

く
所
無

し

。

[「
與

元
九

書

28
1

1

4

8
6
」
、

元

和
十

(八

一
五

)

年
、

四

四
歳

、

江
州

]

元

白

は
文
才

も

さ

る

こ
と
な

が

ら
、
音

律

や
歌

唱

に
も

人
並

み
優

れ

て

い
た

こ
と
も

あ

っ
て
交

わ

り
を

深

め

て

い

っ
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

こ

の
他

『
白
氏

文
集

』

に

は
自

ら
唱

っ
た

こ
と
を
多

く

の
詩

で
詠

ん
で

い
る
。

け

入
關
浮
戒
齋
錆
日

入
関

の
浄
戒

斎
し
て
日
を
錆
し

一
曲
狂
歌
酔
迭
春

一
曲

の
狂
歌

酔

ひ
て
春

を
送
る

[
「
拝
表
　
閑
遊
64
1
3
1
2
6
」
、
太
和
入

(入
三
四
)
年
、
六
三
歳
、
洛
陽
」

歌
吟
終
日
如
狂
嬰

歌
吟
終
日

狂
由
又
の
如
く

衰
疾
多
時
似
痩
仙

衰
疾
多
時

痩
仙

に
似
た
り

叢

↓

毒
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一

[
「
白
髪

67
～

3

3

9
7

」
、
開

成

四

(八

三
九
)

年

、

六
八

歳
、

洛
陽

]

等

自

ら
歌

っ
た

こ
と
を

詠

む
詩

も
多

く
、

そ
れ

ら

の
詩

の
多

く

は

「
酔

歌
」

で
あ

り
、
酒

と

と
も

に
詠

ま

れ

た
。

今

で
も

見

ら

れ
る

こ
と

で
は
あ

る
が

、
飲

め

ば
自

然

と
詩

や

歌

が

口
を

つ
い
て
出

る
詩

人

で
あ

っ
た
。

時

に
は
即

興

の
自
作

の
詩

が

口
を

つ
い
て
出

た

こ
と

も
あ

っ
た

だ
ろ
う

。

歌

と
詩

と

酒

は
常

に

セ

ッ
ト

で
彼

の

身

の
回
り

に
あ

っ
た
。

そ
れ

は

終
生
変

わ

る

こ
と

は
無

く

、

「
酔

吟
先

生

伝

」
が
で
き

た
理

由
も

そ

こ

に
あ

っ
た
。

今

ま

で
は
酔

に
重

点

が
あ

る

よ
う

に
感

じ
て

い
た

が
白

の
意

識
と

し

て

は
酔

も
吟

も

同

じ
重

み
を
持

っ
て

い
た

の

で
あ

ろ
う

。

他
人
が
歌
唱

彼

の
音
楽
好
き
は
生
来

の
も

の
で
あ
ろ
う

が
、
彼

の
詩

が
多
く

の
人

に
歌
唱
さ
れ
た
こ
と
も
音
楽
好
き

に
拍
車
を

か
け
た
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
「
與
元
九
書

」
(
1

4
8
6
)
で
己

の
詩
が
多
く

の
階
層

の
人

々
に
よ

っ
て
唱
わ
れ
、
人

口
に
膳
表
し
て
い
た
こ
と
を
次

の
よ
う

に
記
し

て
い
る
。

其
鯨
詩
句

、
亦
往
往
在
人

口
中
。

馴

其

の
余

り
の
詩
句
、
亦

た
往
往
と
し
て
人
口
中

に
在
り
。

ー

士
庶
僧
徒
嬬
婦
庭
女
之

口
、
毎
毎
有
詠
僕
詩
者
。

さ
う

ふ

士
庶
僧
徒
嬬
婦
処
女

の
口
、
毎
毎
僕

の
詩
を
詠
ず

る
者
有
り
。

妓
大
誇
日
、
我
諦
得
白
學
士
長
恨
歌
。
量
同
他
妓
哉
、
由
是
増
償
。

妓
大

い
に
誇
り
て
曰
く
、
我
白
学
士

の
長
恨
歌
を
諦
し
得

た
り
。
量

に
他

の
妓
と
同
じ
か
ら
ん
や
、
是
に
由
り
て
価
を
増
す
。

様

々
の
人

々
に
愛
諦
さ
れ
た

の
は
詩
句

の
美
し
さ
は
勿
論

の
こ
と
、

堤
氏
も
述

べ
ら
れ
た
よ
う
に
音
律

に
合

っ
た
歌

い
や
す

い
詩
句

で
も
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
彼

の
詩
が
妓

に
唱

わ
れ
た
興
味
深

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
次

の
よ
う

に
残
し
て
い
る
。

微
之
到
通
州
日
、
授
館
未
安
。
見
塵
壁
間
、
有
数
行
字
。
讃
之
即
僕
奮
詩
。
其
落
句
云
緑
水
紅
蓮

一
朶
開
、
千
花
百
草
無
顔
色
。
不
知
題
者
何
人
也
。
微
之
吟

歎
不
足
。
因
綴

一
章
、
兼
録
僕
詩
本
同
寄
。
省
其
詩
、
乃
是
十
五
年
前
、
初
及
第
時
、
贈
長
安
妓
人
阿
軟
絶
句
。
緬
思
往
時
。
杳
若
夢
中
。
懐
奮
感
今
因
酬
長

句
。

白
楽
天
と
音
楽

(其

}
)ー

白
楽
天
の
音
楽
好
き
ー

?



白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)ー

白
楽
天
の
音
楽
好
き
1

微
之
通
州
に
到
り
し

日
、
館
を
授
け
ら
れ
て
未

だ
安
ん
ぜ
ず
。
塵
壁

の
間
を
見
る
に
、
数
行

の
字
有

り
。
之
を
読
む
に
即
ち
僕

の
旧
詩
な
り
。
其

の
落
句

に

云

ふ
、
緑
水

に
紅
蓮

一
朶
開
け
ば
、
千
花
百
草
も
顔
色
無
し
。
知
ら
ず
題
せ
る
者

の
何
人
な
る
か
を
。
微
之
吟
歎
す
れ
ど
も
足
ち
ず
。
因
て

一
章
を
綴
り
、

は
る

兼

ね
て
僕

の
詩
本

に
録
し
同
じ
く
寄
す
。
其

の
詩
を
省
る
に
、
乃
ち
是
れ
十
五
年
前
、
初
め
て
及
第

の
時
、
長
安

の
妓
人
阿
軟
に
贈
り
し
絶
句
な
り
。
緬
か

ご
と

に
往

時
を
思

ふ

に
、

杳

と
し

て
夢

中

の
若

し
。

旧
を
懐

ひ
今

に
感

じ
、

因
り

て
長

句

を

酬
ゆ
。[15

-

0

8

5
3
、

元
和

十

(入

一
五
)

年
、

長
安

、
四

四
歳

]

偶
助
笑
歌
嘲
阿
軟

可
知
傳
諦
到
通
州

昔
教
紅
袖
佳
人
唱

今
遣
青
杉
司
馬
愁

十
五
年
前
、

る
。

水

に
紅
蓮

一
朶
開
け
ば
、

た
ま
た
偶
ま
笑
歌
を
助
け
て

阿
軟
を
嘲
る

知

る
べ
し
伝

諦
せ
ら
れ
て

通
州
に
到
れ
る
を

昔
紅
袖

の
佳
人
を
し
て
唱

へ
し
め

せ
い
さ
ん

今
青
杉

の
司
馬
を
し

て
愁

へ
し
む

や

っ
と
及
第
し
駆
け
出
し

の
秘
書
省
校
書
郎

の
こ
ろ
に
長
安

の
妓
人
阿
軟

に
絶
句
を
贈
り
、
唱
わ
せ
た
事

を
回
想
し

て
の
七
律

の
頷
聯
と
頸
聯
で
あ

十
五
年
前
長
安

で
唱
わ
れ
た
詩
が
遥
か
通
州
に
ま

で
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
で
も
愛
諦
さ
れ
壁
に
書

き
付
け
ら
れ
て
今
も
残

っ
て

い
る
と

い
う
。
確

か
に
壁

の

「
緑

千
花
百
草
も
顔
色
無
し
」

は
、
蓮
を
意
中

の
人
に
寓
し
、
千
花
百
草
を
多

く
の
美
し

い
女
性
に
た
と
え
、
色
彩
も
豊

か
で
、
数
字
を
巧

み

に
使

っ
た
俗
受
け
す

る
名
句

で
あ

る
。
蓮

に
は
同
音

の
憐

(恋
人
)

の
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、

い
と
し

い
あ
な
た
が
登
場
す

れ
ば
、
ほ
か
の
女
性

(千
花
百
草
)

は
物

の
数

で
は
な

い
、

の
意
が
込

め
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
を
貰

っ
た
阿
軟
も
さ
ぞ
か
し
喜

ん
だ

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
貰

っ
た
絶
句
を
即
興
で
高
ら
か
に
歌

い
上

げ
た
。
お
気
に
入
り
の
阿
軟

の
美
声
を
聴
き
、
阿
軟

の
送
る
秋
波
に
う

っ
と
り
と
悦

に
い
る
未
だ
独
身

の
白
楽
天

の
顔
が
浮
か
ぶ
。
な
お
、
「
禄
水
」
と
い
う
琴

の
曲

が
あ
り
、

『白
氏
文
集
』

に
も

「
嘉
弾
古
禄
水
0
1
8
9
」
等

と
数
例
見
え
る
。
阿
軟

に
贈

っ
た
詩
句

の

「
緑
水
」
は
琴

の
曲
名
を
想
起
さ
せ
る
。
「
琴

の
禄
水

の
曲

が
流
れ
て
、
紅
蓮

の
よ
う
な
阿
軟

が
唱
え
ば
…
…
」

と

い
う
含
意

の
あ
る
詩
句

の
よ
う

に
思
う
。
気
を
利
か
し
た
楽
人
が
阿
軟

の
歌
声
に
合
わ
せ
て

「
濠
水
」

の
調

べ
を
演
奏
し
た
と

い
う
状
況
も
想
像

さ
れ
る
。
或

い
は

「禄
水
」
が
演
奏
さ
れ
て

い
る
時

に
白
楽
天
が
即
興
で
こ
の
詩
を
作
り
、
阿
軟
に
贈
り
、
歌

を
所
望
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
絶
句
を
作

っ
た
数
年
後

に
で
き
た
代
表
作

「
長
恨
歌
」

の

「
　
眸

一
笑
百
媚
生
、
六
宮
粉
黛
無
顔
色
」
を
想
起
さ
せ
る
詩
句

で
あ
る
。
時

と

所
を
か
え
て
、
誰

に
で
も
贈
れ
る
詩
句

で
も
あ
り
、
華
や
か
な
花
柳
界

で
よ
く
唱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
目
当

て
の
女
性
に
こ
の
詩
句
を
贈
れ
ば
、
喜
ば
れ
る
こ

(50)
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と
は
必
定

で
あ
る
。
そ
れ
故

に
都
か
ら
は
る
か
に
離

れ
た
通
州
に
も
流
伝
し
、
当
地
で
も
持

て
唯
さ
れ
た
。
微
之
も
楽
天
も
共
に
音
律
を
よ
く
解
し
、
持
ち
前

の
詩

才
で
こ
う

し
た
場
で
も
よ
く
作
詩
し
た
。
し
か
も
、

独
身

の
若
手
有
望
官
僚
と

い
う
こ
と
も
あ

っ
て
花
柳
界
で
多

い
に
も
て
た

の
で
あ
ろ
う
。
今
で
言
う
、
売

れ

っ

子
作
詞
者
的
存
在

で
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。

当
然

の
こ
と
か
も
知

れ
な

い
が
、
白

の
艶
冶

や
詩
句

は
花
柳
界
で
も
よ
く
唱
わ
れ
た
。
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
花
柳
界

の
好

み
に
合
わ
せ
て
作
詩

(詞
)
し
た

も

の
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
花
柳
界
に
は
、
酒
、
妓
、
音
楽
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
唱
わ
れ
た
詩
や
そ

の
他
、
男
性
を
喜
ば
せ
る
あ
ら
ゆ
る
悦
楽
が
有

っ
た
。
そ
う
し

た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
に
対
し
て
白
は
敏
感

に
反

応
し
た
。

も
の
寂
し

い
北
窓

の
下
、
孤
独
な
時
に
も
詩
、
酒
、
琴
を
楽
し
み
、
華
や
か
な
色
街

で
も
三
友
を
大

い
に
楽
し
ん
だ
。
白

に
と

っ
て
は
三
友

が
あ
れ
ば
、
北
窓

の

下
で
も
花
柳
界
で
も
楽

し
み
は
同
じ
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
環
境

に
応

じ
た
適
応
性
、
柔
軟
性
は
彼

の
人
生
や
官
界
で
の
生
き
方
に
も
通
じ
る
よ
う

に
思
う
。
後
年

経
済
的

に
も
豊
か
に
な

っ
た
彼

が
常

に
身
辺
に
妓
を
侍
ら
せ
て
い
た
こ
と
も
、
音
楽
好
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
詩
が
よ
く
唱
わ
れ
た
こ
と
も

一
因
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他

D㊥

舞
看
新
翻
曲

舞

は
看

る

新
翻

の
曲

歌
聴
自
作
詞

歌

は
聴
く

自
作

の
詞

[
「残
酌
晩
喰
66
-

3
2
4
0
」
、
開
成
元

(入
三
六
)
年
、
六
五
歳
、
洛
陽
]

等
と
自
作

の
詞
が
歌
わ
れ
る

の
を
聴

い
て

い
る
。
恐
ら
く

こ
の
詩
は
洛
陽
の
宏
壮
な
自
邸
で
詠
ま
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
三
千
坪
の
大
邸
宅
に
池
有
り
、
亭
有
り
、

妓
、
音
楽
、
舞
有

り
、
佳
肴
も
酒
も
有
り
で
、
満
ち
足
り
た
隠
居
生
活
を
送

っ
て

い
た
。
白
は
焚
素

と

い
う
歌
舞

が
上
手
く
、
善
く
楊
柳
を
唱
う
妓
を
家
に
住
ま
わ

せ
て
お
り
、

そ
の
名
声
は
洛
陽
に
知
れ
渡

っ
て

い
た
。
彼
女
は
無
名

の
十
代

の
少
女
時
代
か
ら
十
年
間
、
白

に
仕
え
た
と

い
う

(不
能
忘
情
吟
3
6
1
0
)
。
十
年

の

間

に
め
き
め
き
と
上
達

し
、
洛
下

で
名
を
得
た

の
も
、
白

の
指
導
や
理
解
有
る
庇
護

に
も
よ
る
の
で
は
な

い
か
。
焚
素
も
心

の
底
か
ら
音
楽
を
愛
す
る
主
人
、
良
き

知
音
を
得
て
更
に
歌
に
磨
き
を

か
け
た
よ
う
に
思
う

。

と

こ
ろ

で
、

一
体
妓
を

一
人
養
う

の
に
い
く
ら
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う

。
彼
女
以
外
に
も
何
人
か
の
楽
人
や
妓
も

い
た
で
あ

ろ
う
し
、
衣
裳
や
楽
器

の
購
入
等
、
人

件
費

の
安

い
当
時

と
は

い
え
、

二
十
世
紀
末

の
今
の
貨
幣

で
年
間
数
百
万
円
は
下
ら
な

い
だ
ろ
う
。
白

一
族

の
何
人
か
を
扶
養
し
て

い
た
よ
う

だ
し
、
宏
壮
な
邸
宅

白
楽
天
と
音
楽

(其

]
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き

?

1



白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き

の
購
入
、
維
持
費
も

か
さ
ん
だ

こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
ろ

に
な
る
と
貧
し

い
青
年
時
代
と
は
全
く
次
元

の
異
な
る
世
界

に
身
を
置
く
よ
う
に
な

っ
た
。
新
楽
府
創
作

の
こ
ろ
に
批
判
し
た
朱
門
の
大
度
高
楼

の
住
人
に
彼
も

い
つ
し
か
な

っ
て
い
た
。

さ
す

が
に
六
十
入
歳

の
時

に
風
病
に
倒
れ
て
か
ら
は
家
妓
は
手
放
し
て
い
る
が
、
そ

の
時

の
別
れ

の
詩

「
不
能
忘
情
吟
3
6
1
0
」

は
人

の
心
を
打

つ
。
白

の
優

し
さ
と
と
も
に
如
何
に
妓
を
愛
し
、
歌
舞
音
曲
を
愛
し
た
か
が
う

か
が
わ
れ
る
。

単

に
音
楽
が
好
き
と

い
う

の
と
曲
を
理
解

し
、
教
え
た
り
演
奏

が
で
き

る
と

い
う

こ
と
に
は
か
な
り

の
差
が
あ
る
。
音
楽

の
描
写

の
詳
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

白
楽
天
に
は
人
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
音
楽

の
細
部

に
ま
で
に
深

い
知
識
と
理
解
が
あ

っ
た
よ
う

だ
。

じ
や
く
か

雨
瓶
箸
下
新
開
得

雨
瓶
の
箸
下

新
に
開
き
得
た
り

謝

げ
い
し
や
う

一
曲
電
宥
初
教
成

一
曲

の
電

雷

初

め
て
教

へ
成

る

ー

[
「
湖
上
招
客
送
春
汎
舟
20
-

1
4
0
2
」
、
長
慶
四

(入

二
四
)
年
、
五
三
歳
、
杭
州
]

時
崔
湖
州
寄
新
箸
下
酒
来
。
樂
妓
按
電
雷
羽
衣
曲
初
畢
。

時

に
崔
湖
州
新
た
に
箸
下
の
酒
を
寄
せ
来
た
る
。
楽
妓

に
寛
齊
羽
衣
曲

を
按
じ
初
め
て
畢
る
。

「
楽
妓
按
寛
香
羽
衣
曲
」
と
あ
る
が
白
楽
天
自
ら
手
を
取

っ
て
教
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
音
楽
好
き
の
彼
は
電
香
羽
衣
曲
を
愛
し
、
何
度
も
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
「
江

南
逢
天
宝
楽
隻

12
-

0
5
8
2
」
と

い
う
長

い
詩

が
あ
る
が
、
玄
宗
皇
帝

の
御
代
を
知
る
老
翁

と
の
出
会

い
が
楽
妓

に
寛
宵
羽
衣
曲
を
教
え
る
遠
因
と
な

っ
た
の
か

も
知
れ
な

い
。
大
唐
帝
国

の
皇
帝
と
ま
で
は

い
か
な
く
と
も
繁
華
な
杭
州

の
刺
史
と
い
え
ば
そ

の
地
で
は
国
王

の
よ
う

に
ふ
る
ま
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
玄

宗
を
気
取
る
と
い
う

こ
と
も
有

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
白
は
寛
香
羽
衣

の
曲
を

こ
よ
な
く
愛
し
た
が
、
そ
れ
は
代
表
作

「
長
恨
歌
」

の
主

人
公
玄
宗
、
楊
貴
妃

へ

の
憧
れ
、
思

い
入
れ
と
も
関
係
す
る
よ
う

に
思
え
る
。
玄
宗
も
ま
た
音
楽
を
愛
し
、
文
学
や
学

問
に
深

い
造
詣

の
あ

る
皇
帝

で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
寛
香
羽

衣
曲
と
も
合
わ
せ
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。

4
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老
去
將
何
散
老
愁

新
教
小
玉
唱
伊
州

小
園
斑
駿
花
初
號

新
樂
鉾
鍵
教
欲
成

管
絃
漸
好
新
教
得

羅
綺
錐
貧
免
外
求

「
新
教
」
と
新
曲
を
教
え
た
こ
と
を
繰
り
返
し
詩

に
詠
ん
で

い
る
。

ら
れ

る
。

白
楽
天
の
指
図

で
音
楽
家
が
妓
に
楽
曲

や
舞
を
教
え
た

の
で
は
な
く
、
白
楽
天
自
ら

が
手
を
取

っ
て
教
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
今
で
も
そ
う

だ
が
、
音
楽
を
聴
く

こ

と
だ
け
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
と
自
ら
ヴ
ァ
イ

オ
リ

ン
等

の
楽
器
を
演
奏
し
て
楽
し

む
人
と
更
に
は
作
詞
、
作
曲
や
指
揮
ま

で
す

る
人
と
で
は
音
楽
に
対
す
る
姿

勢
、
造
詣

の
深
さ
に
差
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま

い
。
白
が
自
ら
作
曲
し
た
と
い
う

明
証

は
認
め
に
く

い
が
売
れ

っ
子

の
作
詞
者

で
は
あ

っ
た
。
度

々
音

楽
を

「
教
」
え
た
と
あ
る
か
ら
、
作
曲
も
し
た
か
も
知
れ
な

い
。
杭
州
刺
史
以
降
邸
内

に
音
楽
家
達

を
抱
え
る
ほ
ど
に
経
済
的

に
豊

か
に
な

っ
て
い
た
。

そ
れ
と
共

な
ま

に
音
楽
家
た
ち

に
曲
を
教
え

た
と

い
う
詩
が
詠
ま
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
い

っ
た
。
邸
内

で
好
き
な
と
き
に
好
き
な
音
楽
や
舞
を
生
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
と
い
う

の
は
昔
も
今
も
最
高

の
贅
沢

の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

も
つ

老

い
去
り
て
何
を
将
て
か

老
愁
を
散
ず
る

新

に
小
玉
に
教

へ
て

伊
州
を
唱

へ
し
む
[
「伊
州

55
-

2
5
8
4
」
太
和
二

(八
二
入
)
年
、
五
七
歳
、
長
安

〔伊
州

は
曲
調

の
名
〕
]

は
ん
ぱ
く

ひ
ら

小
園
斑
駁

花
初
め
て
発
き

さ
りつ
さ

ダつ

新
楽
鉾
鍵
と
し
て

教

へ
成
ら
ん
と
欲
す

[
「
南
園
試
小
樂

56
1
2
6
5
0
」
太
和
三

(入
二
九
)
年
、
五
八
歳
、
長
安
]

管
絃
漸
く
好
く

新
た
に
教

へ
得
た
り

ら

き

羅
綺
貧

と
錐
も

外

に
求

む
る
こ
と
を
免

が
る

[「
嘗
酒
聴
歌
招
客

66
i
3
2
7
7
」
開
成
元

(入
三

六
)
年
、
六
五
歳
、
洛
陽
」

こ
れ
も
音
楽
好
き

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
新
し

い
曲
に
対
し
て
の
旺
盛
な
好
奇
心

の
露
れ
と
考
え

白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)i

白
楽
天
の
音
楽
好
き

(53)
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白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)1

白
楽
天
の
音
楽
好
き

四

晩
年
洛
陽
に
居
を
移
し
て
か
ら
更

に
音
楽

に
関
す
る
詩
を
多
く
詠
む
よ
う
に
な
る
。
晩
年
は
詩
と
酒
と
音
楽
三
昧

の
日
々
が
多

か

っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
。

竹
枝
歌
、
浪
陶
沙
、
楊
柳
枝
等

の
詞
を
よ
く
詠

み
、
色

々
と
音
楽

の
注
記
を
施

し
て
い
る
。

「憶
夢
得

56
1
2
7
0
5
」

[太
和
六

(入
三
二
)
年
、
六

一
歳
、
洛
陽
]

の
詩

に

『
白
香
山
詩
集
』

で
は
次

の
注

が
あ
る
。

夢
得
能
唱
竹
枝
、
聞
者
愁
絶
。
夢
得
能
く
竹
枝
を
唱
ひ
、
聞
く
者
愁
絶
す
。

劉
白
と
呼
ば
れ
た
晩
年

の
友
人
劉
禺
錫
は
、
詞

の
作
者

で
あ

る
と
と
も
に
美
声

の
持
ち
主

で
あ

っ
た
。
詩
人
、
官
僚
と
し

て
の
連
帯
感
、
同
年

の
生
ま
れ
に
加
え

て
、
こ
う
し
た
歌
好
き
、
共
通

の
音
楽

の
趣
味
が
二
人
を
よ
り
親
密

に
し
た
の
だ
ろ
う
。
他
に
も

と

夢
得
相
過
援
琴
命
酒

夢
得
相
過
る
に
琴
を
援
り
酒
を
命
ず

謝

[67
1

3
3
8
1
、
開
成
三

(入
三
入
)
年
、
六
七
歳
、
洛
陽
]

ー

と

い
う
詩
や

閑
徴
稚
子
窮
経
史

閑

に
稚
子

に
徴
し
て

経
史
を
窮
め

酔
聴
清
吟
勝
管
絃

酔

ひ
て
清
吟
を
聴
け
ば

管
絃
に
勝
る

[「
與
夢
得
沽
酒
閑
飲
、
且
約
後
期
67
-
3
3
7
7
」
開
成
三

(入
三
入
)
年
、
六
七
歳
、
洛
陽
]

な
ど
劉
白

の
交
友

に
は
酒
、
音
楽
、
詩

が
付
き
物

で
あ

っ
た
。
白
も
よ
く
詩
を
吟
じ
た
り
、
歌
を
唱

っ
た
が
そ

の
上
手

い
、
下
手
は
不

明
で
あ
る
。
想
像
す
る

に
、

白

の
音
楽
好
き
か
ら
考
え
て
下
手
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
同
じ
く

「
楊
柳
枝
二
十
韻
65
1
3
1
9
0
」

[太
和
入

(入
三
四
)
年
、
六
三
歳
、
洛
陽
]

の
注

に
は

楊
柳
枝
、
洛
下
新
聲
也
。
洛
小
妓
有
善
歌
之
者
。
詞
聲
音
韻
、
辣
可
動
人
。
故
賦
之
。

べ

楊
柳
枝
、
洛
下

の
新
声
な
り
。
洛

の
小
妓
に
善
く
之
を
歌

ふ
者
有
り
。

詞
声
音
韻
、
聴
く
人
を
動

か
す
可
し
。
故
に
之
を
賦
す
。

と
あ
る
。

こ
の
詩
は
二
十
韻
か
ら
で
き
て
お
り
、
そ
の
長
さ
が
白

の
思

い
の
深
さ
を
示
し
て

い
よ
う
。
洛
陽

の
新
し

い
歌
声

に
感
動
し
て
そ
れ
を
長

い
詩

に
詠

ん
で

∂



い
る
。
音
律
を
よ
く
解
し
、
関

心
を
持

っ
て

い
た
が
故

に
、
妓

の
歌
声
に
も
ま
め
に
注
を

つ
け

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他

「
問
楊
境
51
1
2
2
2
6
」

[
宝
暦
二

(入

二
六
)
年
、
五
五
歳
、
蘇
州
]

で
は
、

古
人
唱
歌
兼
唱
情

古
人

の
唱
歌
は

兼
ね
て
情
を
唱
ふ
も

今
人
唱
歌
唯
唱
聲

今
人

の
唱
歌
は

唯
だ
声
を
唱
ふ

欲
説
向
君
君
不
會

説
か
ん
と
欲
し
て
君
に
向
か

へ
ど
も
君
会
せ
ず

や
う
け
い

試
將
此
語
間
楊
墳

試
み
に
此
語
を
将
て
楊
境
に
問
ふ

こ

こ
ろ

昔

の
人
は
歌

の
心
ま
で
唱

っ
た
が
、
今

の
人
は
声
だ
け

で
唱

っ
て

い
る
と
批
評
す
る
。
歌

は
情
で
唱
う
も

の
と

い
う

の
は
今

の
声
楽
や
歌
謡
曲
に
も
通
じ
る
。

こ

こ
で
は

】
端

の
歌
唱
論
を
展
開
し
て
お
り
、
音
楽
評
論
家

の

一
面
を
覗
か
せ
て
い
る
。

「
唱
歌
兼
唱
情
」
は
音
楽

に
対
し
て
深

い
理
解
、
鑑
識
眼

が
あ

っ
て
の
発
言

で

あ
ろ
う
。

玄
人
の
歌
声
の
良
し
悪
し
ま
で
わ
か
る
鑑
識
力
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。
此

の
詩
に
対
し
て
、
元
積
は

「和
楽
天
示
楊
境
」

(全
唐
詩
巻
四
二
二
)
と
題
す
る

詩
を
詠
ん

で
い
る
。
そ
の
詩

に
次
の
よ
う
な
自
注
を
付
け

て
い
る
。

罰

楊
境
本
名
播
、
少
爲
江
陵
酒
妓
。
去
年
姑
蘇
過
壌
叙
菖
。
及
今
見
樂

天
此
篇
、
因
走
筆
追
書
此
曲
。

ー

は

わ
か

楊
環
本
名

は
播
、
少
く
し
て
江
陵

の
酒
妓
と
為
る
。
去
年
姑
蘇
に
過
き
る
に
壌

旧
を
叙
す
。
今
楽
天

の
此

の
篇
を
見
る
に
及
び
、
因
て
筆
を
走
ら
せ
て
此

の

曲

を
追
書
す
。

元
積
の
自
注
か
ら
楊
境
と
い
う
女
性
は
江
陵

の
酒
妓

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
積
の
詩
か
ら
彼
女
は
若

い
こ
ろ
は

「
腰
身
痩
小
」
で

「歌
う

こ
と
円
緊
な
好

女
」

で
あ

っ
た
。
元
積

の
江
陵
左
遷
か
ら
十
数
年
も
経
て
姥
桜

に
な

っ
た
楊
境
を
白
も
元
も
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
二
人
の
妓
や
歌

に
対
し
て
の
情
熱

の
程
も
窺

い
知

れ
よ
う
。

「
過
斐
令

公
宅
二
絶
句
68
-

3
4
8
9
」

[会
昌
元

(八
四

一
)
年
、
七
十
歳
、
洛
陽
]

の
詩
に
、

『
白
香
山
詩
集

』
で
は
注
が
あ
る
。

斐
令
公
在
日
。
常
同
蕪
楊
柳
枝
歌
。
毎
偶
雪
天
、
無
非
招
宴
。
二
物
如
故
。
因
成
感
情
。

と
も

も
と

斐
令
公
宅
に
過
ぎ
る
二
絶
句
。
斐
令
公
在
り
し

日
。
常
に
同
に
楊
柳
枝
歌
を
聴
く
。
雪
天
に
偶

ふ
毎

に
、
招
宴
非
ざ
る
は
無
し
。

二
物
故

の
如
し
。
因
り
て

感
情
を
成
す
。

白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き
ー

へ
?

l

I

醐一



白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)1

白
楽
天
の
音
楽
好
き
1

風
吹
楊
柳
出
塙
枝

風
は
吹
く

楊
柳

の
塙
を
出
る
枝

憶
得
同
歓
共
酔
時

憶
ひ
得
た
り

同
に
歓
び
共

に
酔

ひ
し
時

(略
)

亡
友

の
旧
宅
を
通
り
過
ぎ
た
時
、
生
前
は
そ
の
宅

で
常

に
楊
柳
枝
を

一
緒
に
聴
き
、
雪
の
日
に
は
い
つ
も
共
に
歓
酔
し
た
こ
と
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
今
目

の
前

に
は
楊
柳
も
雪
も
元
の
ま
ま
に
あ

る
と

い
う

の
に
、
共
に
楽
し
ん
だ
主

は
泉
下

の
人
に
な

っ
た

こ
と
を
歎
く
。
七
十
五
歳
と

い
う
長
寿
を
得

た
白
は
、
そ
の
分
数

々

の
友
人

に
先
立
た
れ
て
い
る
。
白
詩

の
友
人
を
悼

む
多
く
の
詩
は
胸
を
打

つ
が
、
こ
の
詩
は
亡
き
友

へ
の
追
憶

が
音
楽
と
酒
を
伴

っ
て
彼

の
脳
裏
を
過

っ
た
。

代
琵
琶
弟
子
謝
女
師
曹
供
奉
寄
新
調
弄
譜

[
65
i
3
1
7
5
、
太
和
入

(入
三
四
)
年
、
六
三
歳
、
洛
陽
]

琵
琶
の
弟
子
に
代
は
り
て
女
師
曹
供
奉
が
新
調

の
弄
譜
を
寄

せ
ら
れ
し
に
謝
す
。

白
は
送
ら
れ
て
来
た
新
譜
に
上
手
く
返
礼

で
き
な

い
弟
子
の
代
書
を
し
て
い
る
。

こ
の
弟
子
は
白

の
邸
内

で
養
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
白

の
新
曲

に
対
す

る
興
味
が
偲
ば
れ
る
。

こ
れ
ら

の
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
音
楽
に

つ
い
て
の
詳
し

い
説
明
が
多

く
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
も
音
楽
に
対
し
て
の
関
心
興
味

の
深
さ
に

鋤

よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

ー

以
上

の
よ
う

に
、
白
楽
天

の
人
生
、
文
学

に
お
い
て
音
楽

は
従
来
考
え
ら
れ
て
来

た
以
上

に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
白
の
音
楽

の
造
詣

の
深
さ
は
、
彼

の
育

っ

た
環
境
と
も
関
係

が
あ

ろ
う
。
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
は
、
先
ず

母
方

の
慈
愛
深

い
祖
母

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
白
は
母
方

の
祖
母

の
墓
誌
銘

「唐
故
坊
州
郎
城
県

尉
陳
府

君
夫
人
白
氏
墓
誌
銘
24
1
1
4
6
9
」
[長
慶
二

(八
二
二
)
年
、
五

一
歳
、
長
安
]

に
於

い
て
次

の
よ
う

に
叙
し

て
い
る
。

夫
人
撫
訓
幼
女
、
爲
節
婦
。
及
居
易
、
行
簡
生
、
夫
人
鞠
養
成
人
、
爲
慈
祖
母
。

(中
略
)
工
刀
尺
、
善
琴
書
、
皆
出
於
絵
力
焉
。

ぶ

く
ん

き
く
や
う

夫
人
幼
女
を
撫
訓
し
、
節
婦
た
り
。
居
易
、
行
簡

の
生

ま
る
る
に
及
び
て
、
夫
人
鞠
養
し

て
人
と
成
す
、
慈
祖
母
た
り
。

(中
略
)
刀
尺
に
工
み
に
、
琴
書
を

善
く
す
、
皆
余
力
よ
り
出

で
た
り
。

音
楽

の
才
能

と
幼
児
期
の
家
庭
環
境
が
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
バ

ッ
ハ
や

モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
等

の
例

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
白
は
祖
母

の

「
善
琴
書
」

の

薫
陶
を
幼

い
時

か
ら
受
け
て
い
た
。

そ
う

し
た
音
楽
的
な
環
境

が
彼
の
音
楽

へ
の
感
覚

や
天
賦

の
才
能

に
磨
き
を
か
け
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
琴
を
聴

い
た
り
、



演
奏
す
る
の
は
人
格
を
陶
冶
す
る
と
い
う
古
来
か
ら

の
教
え
も
あ

っ
て
、
素
直
に
琴

の
音

に
聴
き
入
り
、
琴

の
練
習
に
励
む
幼

い
白

の
姿
が
想
像
さ
れ
る

(稿
者
も

幼
少
時
、
歌

の
好
き
だ

っ
た
祖
母
か
ら
今
は
歌
わ
れ
も
し
な

い
古

い
軍
歌

「
水
師
営

の
会
見
」
等
を
教
え
ら
れ
、
今
で
も
全
部
歌
え
る
。
童

謡
も
そ
う

だ
が
、
幼

い

と
き
に
聴

い
た
音
楽

は

一
生
離
れ
な

い
も

の
で
あ
る
)
。

彼
は
若

い
こ
ろ
の
病
を
繰

り
返
し
詩

に
詠

ん
で
い
る
。

ひ
弱
な
少
年

が
病
床
で
身
近

に
親
し
め
る
も

の
は
音
楽

で
あ

っ
た
。
動
き
の
余
り
無

い
し
ん
と
し
た
部
屋

で
床

に
臥
せ
り
な
が
ら
祖
母

の
弾
く
琴

の
音

に
じ

っ
と
聴
き
入

っ
た
り
、
自
ら
琴
を
弾

い
て
心
を
慰

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
伴

っ
て
音
楽

に
対
す
る
理
解
や
解

釈
も
深
ま

っ
て
い
っ
た
。
音
楽

は
幼

い
と
き
か
ら
常

に
彼

の
身
辺

に
あ
り
、
そ
れ
は
終
生
変

わ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
祖
母
は
白
が
二
十
九
歳

の
時

に
他
界
し
て
い

る
が
、
琴
の
音
を
聴

い
て
は
や
さ
し
か

っ
た
祖
母
を
懐
か
し
む

こ
と
も
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
彼

の
母
も

「裏
州
別
駕
府
君
事
状
29
1
1
4
9
7
」

[元
和
六

(八

一
一
)
年
、
四

一
歳
、
長
安

]
に
於

い
て
、
次

の
よ
う

に
叙

せ
ら
れ
て
い
る
。

及
別
駕
府
君
即
世
、
諸
子
尚
幼
、
未
就
師
學
、
夫
人
親
執
詩
書
、
書
夜
教
導
、
悔
悔
善
誘
、
未
嘗
以

一
呵

一
杖
加
之
。

つ

じ
ゆ
ん
じ
ゆ
ん

み
ち

別
駕
府
君
世

に
即
く
に
及
び
て
、
諸
子
尚

ほ
幼
く
、
未
だ
師
に
就
き
て
学
ば
ず
。
夫
人
親
ら
詩
書
を
執
り
、
昼
夜
教
導
し
、
悔

悔
と
し

て
善
く
誘
び
く
。
未

η6

だ
嘗

て

一
呵

一
杖
を
以
て
之
に
加

へ
ず
。

「
親
執
詩
書
書
夜
教
導
」

と
あ
る
が
母
自
ら
詩
を
教
え
る
時
に
は
吟
詠
も
し
、
そ
の
後
に
倣

っ
て
子
供
た
ち
も
吟
諦
し
た
。
白

が
愛
娘
阿
羅
を
詠

ん
だ

學
母
書
眉
様

母

の
画
眉

の
様
を
学

び

敷
吾
詠
詩
聲

吾
が
詠
詩

の
声
に
致

ふ

[
「吾
雛

08
1
0
3
6

4
」
長
慶

二

(八
二
二
)
年
、
五
十
歳
、
長
安
」

の
中
に
も
幼
な
子
が
親

の
口
ず
さ
む
詩
を
耳
で
聞

い
て
覚
え
、
そ
れ
に
倣

っ
て
詩
を
詠
む
と
あ
る
。
我

々
日
本
人

が
百
人

一
首
を
暗
諦
し
た
よ
う

に
、
詩
を
譜
ん
ず

と

い
う

の
は
リ
ズ

ム
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
伴

っ
て
諦
詠
し

つ
つ
暗
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う

し
た
文
章
は
多
分
に
美
化

さ
れ
た
面
も
あ
る
が
、
事
実
に
基
づ
く
も

の
で
あ
ろ
う
。
幼

い
時

か
ら
の
母
や
祖
母
か
ら

の
音
楽
的
な
環
境
も
彼

の
音
楽

に
対
す

る
態
度

や
人
格
形
成

に
影
響
を
与
え

て

い
る
と
思
う
。
ア
:
サ
ー

・
ウ

ェ
ー
リ
ー
氏

は
前
掲
書

(第
十

一
章
)
で

白

の
最
も
初
期

の
詩
に
は
、
音
楽

に
対
す

る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
彼

の
教
育

に
お

い
て
は
、
特
筆
す
べ
き
も

の
と
し
て
は
現
れ

白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)

白
楽
天
の
音
楽
好
き

?



白
楽
天
と
音
楽

(其

一
)1

白
楽
天
の
音
楽
好
き

て

い
な

い
。

と

述

べ
ら

れ
て

い
る

が
、

い
か

が

で
あ

ろ
う

か
。

結
び

『唐
詩
類
苑
』

(内
閣
文
庫
本

・
汲
古
書
院
)
巻
六
五
、
六
六

に
は

二
巻
の
作
者
を
多

い
順
に
並

べ
る
と
や
は
り
白
楽
天
が

一
番
多

い
。

六 五 四 三 ニ ー
位 位 位 位 位 位

白
楽
天

李
白
李
賀

李
嬌

元
積

杜
牧

四

一
首

一
二
首

一
一
首

九
首

入
首

七
首

「琴

・
箏

・
麸

・
琵
琶

・
笛

」
等

を
詠

ん

だ
詩

が
二

百
三
十

余

首

が
収

め
ら
れ

て

い
る
。

そ

の

(
「
琵
琶
歌

・
白
居
易
」

元
積

の
誤
り
で
あ
り
、
差
し
替
え
た
。
韓
愈
は

「
琴
操
十
首
」
の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
)

白
楽
天
は
唐
代

で
は
最
大
級
の
作
品
数
を
残
し
て
い
る

の
で
、

『唐
詩
類
苑
』
に
取
ら
れ
た
数
が
多

い
だ
け
で
は
単
純
な
比
較
は
で
き
に
く

い
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
二
位

の
李
白

の
約
三
倍
半
と

い
う

の
は
や
は
り
、
飛

び
抜
け
て
多
く
、
あ
る
程
度

の
傾
向
は
示
し
て
い
よ
う
。
元
積
が
五
位

と
い
う

の
も
彼
も
音
楽

に
対
し

て
並

々
な
ら
ぬ
関
心
を
持

っ
て
い
た
証
左
と

い
え
よ
う
。
因
に
、
劉
禺
錫
は
四
首
で
九
位
、
杜
甫
は
三
首
で
あ
る
。

音
楽
は
彼

の
人
生
や
作
品
を
豊

か
な
も

の
に
し
た
。
彼
以
前

の
詩
人
で
こ
れ
ほ
ど
音
楽
を
詠

っ
た
詩
人
は
あ
る
ま

い
。
彼

の
詩

は
都
の
花
柳
界
を
始

め
多
く

の
階

層
、
地
域

の
人

々
に
よ

っ
て
唱
わ
れ
た
。
彼
の
美

し
い
詩
句
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
で
は
あ

る
が
、
彼

が
音
楽

に
精
通
し
て
お
り
、
詩

に
内
在
す
る
リ
ズ

ム
も
唱

い
や

す

い
理
由

の

一
つ
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
太
田
氏
も
指
摘

さ
れ
た
よ
う

に
、
此
の
方
面
で
の
研
究
も
未
開
拓
で
あ
る
。
官
界
に
入

っ
て
か
ら
は
花
柳
界
に
も
よ
く
出
入

(58)
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り
し
た
よ
う

だ
し
、
そ
こ
で
の
妓
女
た
ち
と
の
交
歓

の
中
で
詩
や
音
楽
性
も
磨

か
れ
、
酒

の
味
も
覚
え
、
粋
な
面

が
養
わ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
彼
ほ
ど
妓
を
詠
ん

だ
詩
人
も
稀

で
あ
ろ
う
。
彼
の
代
表
作

「
琵
琶
行
」
も
倫
落
し
た
妓

が
主
人
公

で
あ

っ
た
し
、
内
容
は
音
楽
詩
と
で
も
よ
ぶ
も

の
で
あ

っ
た
。
「
長
恨
歌
」
に
も
妙
な

る
音
楽
は
登
場
す
る
。

白
楽
天
は
三
友
を
始
め
、
雪
月
花
、
茶
、
鶴
、
竹
、
蓮
等
身

の
回
り

の
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
愛
情

の
注
げ
る
人
で
あ

っ
た
。
そ

の
愛
情
は
彼

の
代
表
作

「
新
楽
府
」

等
で
は
貧
困

に
あ
え
ぐ
人
々
に
も
向
け
ら
れ
た
。
自
ら
認
め
る
よ
う

に
多
情

の
人

で
あ

っ
た

(
0
6
3
0
等
)
。
そ
れ
故
に
、
残
し
た
作
品
は
数
量
的

に
も
多

い
が
、

実
に
多
方
面
に
及
び
、
幅

の
広

い
、
豊
か
な
世
界
を
構
築
し
て
い
る
。
そ
れ

に
伴

っ
て
明
る

い
自
己
肯
定
的
な
世
界
が
認
め
ら
れ
る
。
彼

の
作
品
全
体

の
底
に
流
れ

る
暖

か
い
人
間
性
と
も
無
縁
で
は
あ
る
ま

い

(拙
稿

「
白
楽

天
の
博
愛
」
大
手
前
女
子
大
学
論
集
三
十
二
号
、
九
九
年

二
月
)
。

六
十
代
に
な

っ
て
多

く
の
知
己
肉
親

に
も
先

立
た
れ
、
彼
も
病
勝
ち
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
静

か
な
穏
や
か
生
活
を
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
食
う
に
困
ら
ぬ
生

活

の
た
づ
き
は
あ

っ
た
。
彼
は
繰
り
返
し
、
知
足
を
詠
う
。
長
安
で
の
激
し
さ
を
増
し
た
党
争

や
俗
利

に
煩

わ
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
た
。
そ
れ
よ
り
は
洛
陽
で
半
分

隠
居
生
活
を
送
り
な
が
ら
三
友
を
始
め

と
し
た
満
ち
足
り
た
芸
術
、
趣
味
に
浸
れ
る
生
活
を
望

ん
だ
。
そ

こ
は
彼
が
心
底
安
住

で
き
る
場
所

で
あ
り
、
そ
こ
に
没
入

謝

で
き
る
芸
術
家
肌

の
詩
人
官
僚

で
あ

っ
た
。

こ
う
し

た
芸
術
的
世
界
に
充
足

で
き
な
か

っ
た
り
、
そ

の
境
地

が
理
解

で
き
な

い
俗
人
た
ち
は
長
安
で
名
利
、
権
勢
を

ー

巡

っ
て
日
夜
醒
齪
と
奔
走
し
た
。
元
積
も
晩
年
は
そ

の
よ
う

な
生

き
方

で
あ

っ
た
よ
う

だ
。
多
趣
味
で
時
に
は
酒
な
ど

の
快
楽

に
の
め
り
込
む
面
も
有

っ
た
が
、
晩

年
は
閑
適
を
満
喫
し
て
七
十
五
歳

の
天
寿
を
ま

っ
と
う
し
た
幸
せ
な
詩
人
で
あ

っ
た
と
思
う
。

以
上
音
楽
を
中
心

に
考
察
を
加
え
た

が
、
彼

の
愛
し
た
楽

器
、
好

み
の
曲
名
等

に

つ
い
て
次
稿

で
検
討
す

る
予
定

で
あ

る
。

?
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白
楽
天
と
音
楽
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一
)ー

白
楽
天
の
音
楽
好
き


